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この文化賞は、静岡県内において自然、風土、伝統文化など地域の
特性を活かした住宅と住生活及び住文化の育成に貢献した個人又は団
体を表彰するものです。

　静岡県住宅振興協議会は、住まいに関する情報を伝え、県民の皆様のよりよい住生活並び
に文化の向上に資するとともに、住宅建設の促進と住宅建設に関する技術の向上を図ることに
より、住宅産業並びに関連産業の振興に寄与することを目的として昭和60年に設立いたしまし
た。この目的のもと、昭和63年に「静岡県住まいの文化賞」を創設し、「功労者部門」と「住
宅部門」の２つの部門により表彰しております。
　「功労者部門」におきましては、住宅及び住環境に関する調査・研究活動及び技術の維持・向上、
開発、住宅産業及び関連産業の振興、又は住宅及び住環境の意識啓発等に顕著な貢献をした
方を、関係団体から御推薦いただき表彰しており、今回は１名の方が受賞されました。
　「住宅部門」におきましては、県内で建築された個人住宅を対象とし、自然・風土・伝統文
化など地域の特性を活かした住宅を表彰しています。今回は、一つ以上の分野において特に優
れている作品を評価する「特別賞」について見直しを行い、募集の段階では分野を限定せず、
審査において様々な個性を評価する賞としました。
　29回目を迎えた今回は、40件の応募をいただき、審査委員会による厳正な審査の結果、最
優秀賞（静岡県知事賞）１点、優秀賞３点、特別賞３点の作品を選定いたしました。
　最優秀賞を受賞した作品を始めとして、いずれの作品も、住まい手と造り手が一緒になって
創り上げた「住まいづくり」の好事例であり、これから住宅を建てる方、設計者、施工者などの
方に、今後の参考にしていただければ幸いです。
　結びに、この住まいの文化賞に応募いただいた皆様、川口委員長を始めとする審査委員の皆
様、そして、現地審査等に御協力いただいた皆様に対して、厚くお礼を申し上げます。

今回は、応募作品が40 件ありました。第１次の書類審査では、住宅区分として専用住宅が
38件（ 95.0％）、併用住宅が2件（ 5.0％）在り、大半が専用住宅でした。また、構造別では
木造が35件（ 87.5％）、鉄骨が4件（ 10.0％）、鉄骨＋木造が1件（ 2.5％）でした。今回の
応募の建築場所は、東部が12件（ 30.0％）、中部が11件（ 27.5％）、西部が17件（ 42.5％）
という割合でした。そして、住宅と言えども、非常に多種多様で、敷地形状、建設工法、使用
材料、建設コストなどの違い、自然環境や省エネへの配慮の仕方、施主の生活スタイルの相違
によって、毎度のことながら今回も色 と々個性が感じられました。

ところで、10名の審査員から成る第１次の書類審査では、諸条件の異なる可能な限り多様
な作品を取上げ、第２次の現地審査を行いました。この静岡県住まいの文化賞においては、第
２次の現地審査は非常に重要な役割を持っています。アイデア設計提案と異なり、３日間掛け
て現地審査を実施しました。上手くまとめられた第１次審査提出の書類だけでは、実空間の持
つスケール感、材質感、利便性、施工技術、施主・設計者・施工者の関わり方など様々な視点
からの評価が、困難であります。毎回、実際の住宅を拝見させてもらい、直接、見聞しなけれ
ば発見できない箇所が多々あります。そして、最終審査も長時間掛けて、デザイン性、機能性、
快適性、施工性、安全性、省エネ性、周辺環境との調和性、住まい手の満足度といった様々な
視点から審査委員の間で意見交換を行い、結論を出しました。

結論として、入賞された作品に共通している点は、提出書類の美しい写真以上に、その住ま
いならではの居心地の良さが感じられること。設計・工事における色々な苦労・工夫が推察で
きること。地域資源や周辺環境を活かしていること。その家ならではの個性が感じられ、施主
をして誇れる住宅であることなどが、受賞作品ならではの素晴らしい家ではないでしょうか。

そして、これから新しい住まいをつくられる方々が、この冊子も一つの参考資料とし、こん
な家に住みたいと思われるような家を、是非、創って頂けたら幸いです。
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新旧樹木・庭石・瓦が創り出す玄関ポーチ 旧宅の天井材・衝立・庭石による玄関

島田の家
―次世代へ受け継ぐ住まい
最優秀賞

数世代の家族の歴史を積み重ねた旧宅と築200年の蔵二棟の解体・修繕、

そして既存の庭園を活かし、次世代への継承へ向けた新たな家の建築は、非

常に価値ある試みとして評価できる。交通量の多い旧東海道に沿って南側の

庭を残し、中庭を挟んで、南側に公室空間である玄関、広間、和室、食堂を、

中庭を挟んで北側に私室空間である寝室と二階の書斎を配置したことは、理に

かなったプランである。また、内部空間に、旧宅の資材である天井板、腰
こしいた

板、

欄
らんま

間、障子、襖
ふすま

絵等を効果的に再利用している点も、新築の家に伝統ある文

化的雰囲気を醸成することに成功している。洗面所高窓から北側の蔵の屋根や、

寝室から旧宅蹲
つくばい

踞や庭石を眺望できるさり気無い工夫も良い。とりわけ、改修

された二棟の蔵の存続によって、多趣味な施主をして豊かな生活空間を創造し

ている様も素晴らしい。ともあれ、細部まで気配れされたこの住まいは、施主・

設計者・施工者の三者による、新築完成までの足掛け五年の歳月を費やした、

熱意・工夫・努力による賜物であると考える。

講　評

軒先の水平ラインが重なる外観と棟門

南庭と中庭2つの庭に面する広間
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お施主様の声

旧宅庭石・瓦と植栽による中庭とデッキ

広間から眺める南庭

ご主人の趣味の書斎 奥様の趣味の書斎

西庭と大ケヤキを眺める寝室既製と造作による機能的なキッチン空間

配置・平面図

1 階 2 階

長い打ち合わせを経て旧宅の木々や庭石を残し
再配置した庭が広めの各部屋と夫婦それぞれの書
斎から眺められて、夏涼しく冬暖かい環境の住ま
いができました。昭和初期の天井材や欄間も所々
に残し、築200年の蔵の補強改修と共にご先祖様
との繋がりが維持できた蔵でワインを楽しむ時間
がとても気に入っています。

作 品 概 要
島田市
令和4年3月
木造2階建 247.64㎡
戸建専用住宅
一級建築士事務所 アトリエＭアーキテクツ
平和建設株式会社
一級建築士事務所 アトリエＭアーキテクツ

建築場所

完成年月

規模

種別

設計者

施工者

写真提供者
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天竜桧と珪藻土で統一されたリビング空間

お施主様の声

お客さまを迎える和の趣きある玄関

赤松の床柱と磨き丸太の床框で設えた和室

入母屋が特徴的なファサード

入母屋の家
優秀賞

日本の素晴らしい伝統的な大工技術と日本ならではの多

種多様な建築資材を活かし、丁寧に造られた入母屋の平屋

住宅である。屋根は、和瓦と銅板腰葺き。外壁は、漆喰と

下見板張り。軒
のきげた

桁、垂
たるき

木、柱は杉・桧の磨き丸太。室内に

は珪藻土の塗り壁、美しい木目の杉や桧の板材。玄関や寝

室の天井は葦
あし

貼りといった具合に、見ていて楽しい。技術面

でも、大工職人が磨き丸太や赤松の床柱などの墨付け手
てきざ

刻

みをした見せ場が、随所にある。そして、家事動線である

駐車スペース、勝手口、パントリー、キッチン、ダイニング

の配置は、直線的で単純明快である。トイレ、洗面脱衣室・

浴室、寝室との関連性も、バリアフリーで使い勝手の良いも

のになっている。また、南側の庭は、リビングと和室・広縁

からの眺望を快適なものにしている。

庭と繋がる大開口のリビング

空間に合わせ天竜桧で造作したキッチンと収納

配置・平面図

終の住処として、安心で、快適に楽しく過ごせる
理想の家に、大満足しています。

日本の伝統技術を活かした造りの美しさや、柔
らかい木の足触りや手触りに日々囲まれる日常を
創ってもらい、大瀧さんにお願いして本当によかっ
たです。

作 品 概 要
浜松市中央区
令和4年9月
木造平屋建 156.30㎡	
戸建専用住宅	
大瀧建築（浜松市）
大瀧建築（浜松市）
大瀧建築	

建築場所

完成年月

規模

種別

設計者

施工者

写真提供者

講　評
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お施主様の声

配置・平面図

既存のものを生かしつつ、後世に残る建物にしてほしい。
もし建物が解体されても建材が再活用できるように、極
力自然素材を使ってほしい。そんな要望を余すことなく実
現していただきました。土壁は調湿・蓄熱・防火性能に優
れ、薪ストーブとの相性も抜群。断熱性や間取りも改善し
ていただき、日々快適に過ごしています。

作 品 概 要
田方郡函南町
令和4年10月
木造平屋建 166.88㎡
戸建専用住宅
株式会社 平成建設
株式会社 平成建設
株式会社 平成建設

建築場所

完成年月

規模

種別

設計者

施工者

写真提供者

悠久の時を刻む伝統・古民家再生 優秀賞・特別賞（リフォーム賞）

築150年以上の古民家を、現在の知識・技術を加味し、歴史的な建築資産へ

と再生させたことは、非常に価値あることである。古い建物の柱・梁の構造体以

外の全てを解体し、実測調査したこと。伝統工法である石場建て工法を既存の

姿で継承するにあたり、現在行われている構造計算を行い、安全性を確認してい

ること。古材の再活用にあたり、日本独自の柱の根継ぎによる改修などを実施し

ていること。解体で出た自然素材を各所に極力転用していることなど、高評価で

きる点が多々ある。平面計画においても、玄関を南西端にし、居室空間の段差

を解消したこと。天井板を取り外して、既存の柱、梁、桁、小屋組からなる空間

構成の演出は、日本の伝統建築ならではの空間表現であり、素晴らしい。また、

外観も素朴かつ統一感あるデザインとなり、良い。

リノベーション後

リノベーション前

新設したトップライトから光が差し込むリビング。

土間と床の高低差は玄関にて緩和。

梁を露出させることで天井高を確保。敷地入り口に瓦塀を新設。
補強のために新たに追加した梁は、

空間に馴染むように大工が加工を施した。

講　評

外観プロポーションを調整し、屋根瓦を全面葺き替えしている。
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お施主様の声

配置・平面図

建設費高騰真っ最中の設計・施工で、調整には設計者さん、
施工者さん共に大変御苦労かけましたが、大きな庇のつい
た小さな家を丁寧につくっていただきました。家中がつながっ
ている感覚で、家族は自然とリビングに集まります。ご飯時
にはデッキを通して畑の野菜を収穫して、そのまま調理した
り、デッキで食べてみたり、夏はプールを出したりと季節を
感じながら気持ちよく過ごしています。

作 品 概 要
静岡市清水区
令和6年2月
木造2階建 90.35㎡
戸建専用住宅
鍋田さつき設計事務所
株式会社 佐野製材所
アトリエR　畑 亮

建築場所

１階平面図　1／100

２階平面図　1／100

完成年月

規模

種別

設計者

施工者

写真提供者

今泉のいえ～おおらかに暮らす小さな家～ 優秀賞・しずおか優良木材賞

この住宅は、規模が小さいながらも、いや、小さい家だか

らこそ、良く考えられ、様々な工夫が凝らされている。ポーチ・

玄関・ホールから浴室を通る風の道。1階の食堂から2階の

キャットウォークに至る上下方向の風の道。大きく張り出した

屋根下のデッキは、物干しスペース、子供の遊び場、ゴミ箱

置場、家事動線の一部となり多機能。また、多機能な役割を

持つ2帖
じょう

のごろ寝スペースの設置。小さな家だからこそ活用が

期待される造り付けの棚・収納・家具のデザインと設置。更に、

床、天井、家具など、美しい木目の木材が使用され、優れた

大工・職人によって綺麗に仕上げられた内装も良い。この家の

全体的印象は、きめ細やかにデザインされ、安らぎを感じさせ

る住まいである。

屋根の水平ラインが建物の外観をつくり、深い軒下は物干し・ゴミ置き・
自転車置きなど多くの場を提供し、雨風から建物を守ります。

深い軒下は室内を延長しているような
視覚的効果もあります。

玄関を開けると直線上にある浴室の窓へ
風が通り抜けるのがわかります。

吹き抜けは１階と２階をつなぐ
空気の通り道。

お母さんのピアノで踊りながら歌う
娘さんのいるにぎやかで楽しい住まい。

室内の延長でもあるデッキ横の木の塀は、
人通りの多い道からの視線隠しになり庭の背景にもなります。

講　評
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お施主様の声

配置・平面図

打合せから着工、完成までの工程を楽しく進
められました。全館空調のおかげでストレスなく
快適に暮らせています。重心が低く軒の深い外
観や天竜杉と漆喰に囲まれた内観、大開口から
望む庭の風景に日々癒されています。

作 品 概 要
浜松市中央区
令和5年9月
木造平屋建 107.92㎡
戸建専用住宅
Mアトリエ一級建築士事務所
株式会社 橋本工務店
株式会社アドブレイン、株式会社新建新聞社

建築場所

完成年月

規模

種別

設計者

施工者

写真提供者

リビングから見た庭

南側から見た所

LDK

ロフト付子供部屋 夕景 天窓から光の差し込み

悠梁の家
特別賞（棟梁の家賞）

この家は、南北に3寸勾配の切妻屋根で軒高も低く

抑えられ、周囲の建物との調和に配慮されている。外

壁は多孔質の自然素材で、断熱・遮音効果と耐久性も

高いシラス壁が使用されている。壁面のホワイトグレー

と一部木材との色彩が調和し、外観デザインはシンプ

ルで、落ち着きある風情を感じさせる。内部空間では、

玄関を開けると、この家で最も象徴的なＬＫＤの空間

が視野に入る。棟梁が手
てきざ

刻みで仕上げ、リズミカルに

配された杉材の化粧登
のぼ

り梁
ばり

の天井が、美しい。南側の

簀
すのこど

戸越しに見える樹木と芝の緑は、絶景である。西側

にまとめられた主寝室と子供部屋は、家事動線と明確

に分離されていて良い。また、屋根材型太陽光発電シ

ステム採用やエアコン熱の床下からの活用は、デザイン

及び設備上、有効に機能している。

講　評
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お施主様の声

配置・平面図

設計者の自邸計画。他県で生まれ育った私たちが静岡
に居を構えることにしたのは、子供を通じた地域との繋が
りの意義を実感したからです。大屋根の下は、家族の気
配を常に感じられるひとつながりの空間です。家族一人一
人が自由に過ごしながらも、大屋根の下で時間を共有す
る家をつくりたいと考えました。

作 品 概 要
静岡市清水区
令和6年8月
木造2階建 115.20㎡
戸建専用住宅
石崎建築設計（静岡市）
株式会社 小野田産業（静岡市）
山内紀人

建築場所

完成年月

規模

種別

設計者

施工者

写真提供者

リビングから見た庭

1階リビングから軒下テラスを見る

折れ屋根の家 特別賞（チャレンジ賞）

敷地の北西側に庭を配置した、L 字型平面プランの住宅で

ある。南側道路から見ると軒の低い切妻屋根の平屋建ての単

純な外観に見えるが、北東隅を最高部とした勾配屋根によって、

2階建てで、複雑な木組み架
かこう

構の住宅である。内部は、対角

線上で角度の付いた棟
むなぎ

木と等間隔で連続して配置された垂
たるき

木

によって、美しい空間構成を実現している。この建築は、創造

的なデザインと高度な施工技術に基づき造られていて、魅力的

である。しかし、一般的な生活者からすると、収納スペースの

少なさとか冷暖房などに問題があるかもしれない。それでも、

設計者の自邸だから創れたかもしれないという背景をも考慮

し、この住宅を実現化したという大胆で挑戦的な試みに対して、

評価するものである。

講　評

南側道路から外観を見る

玄関からダイニング方向を見る 1階ダイニングから庭と吹抜けを見る スリットから光が差し込む
2階廊下
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1

2

3

4

5

6

島田市

浜松市中央区

函南町

静岡市清水区

浜松市中央区

静岡市清水区

専用

専用

専用

専用

専用

専用

木2階

木平屋

木平屋

木2階

木平屋

木2階

設計者

設計者

設計者

設計者

施工者

設計者

248㎡

156㎡

167㎡

90㎡

108㎡

115㎡

島田の家 －次世代へ受け継ぐ住まい

入母屋の家

悠久の時を刻む伝統・古民家再生

今泉のいえ～おおらかに暮らす小さな家～

悠梁の家

折れ屋根の家

一級建築士事務所アトリエＭアーキテクツ（静岡市）

大瀧建築（浜松市）

株式会社平成建設（沼津市）

鍋田さつき設計事務所（静岡市）

Mアトリエ一級建築士事務所（神奈川県）

一級建築士事務所石崎建築設計（静岡市）

平和建設株式会社（富士市）

大瀧建築（浜松市）

株式会社平成建設（沼津市）

株式会社佐野製材所（静岡市）

株式会社橋本工務店（浜松市）

株式会社小野田産業（静岡市）

住まいの文化賞【住宅部門】受賞者一覧 〈第1回（S63）～第29回（R6R7）〉
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功労者紹介文

審査風景

昭和46年から業界に携わって以来、静岡県において安心して暮らせる優良な戸建・
分譲住宅を提供し、住宅産業の振興に貢献してきた。これまでに携わってきた住宅は、
ひとつひとつが個性を持った建物で、土地の地域性はもちろん、住民のニーズや価値観
等をあらゆる方向から考え立案し、安心・安全で良質な商品を提供すべく顧客の満足度
向上に努めてきた。また、地震に対する安全対策を積極的に推進し、地震に強い住宅づ
くりに邁進するなど、常に消費者の立場になってより良い住文化を目指す姿勢は功績に
値する。

氏 名

現 職

推 薦 団 体

セキスイハイム東海株式会社　代表取締役社長

一般社団法人　静岡県都市開発協会

小林 昭次
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静岡県住まいの文化賞【住宅部門】受賞者一覧 〈第1回（S63）～第29回（R6R7）〉

セキスイハイム東海㈱　代表取締役社長第29回
(R6～7) (一社)静岡県都市開発協会小 林   　 昭 次

2322
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住まい手と設計者・施工者の協調を重視し、住まい手のライフスタイルを設計者がどのように受け
止めそれにどのように応えたか、それを施工者はどのような技術によって実現したか、そして住まい
手はその結果どのように住みこなしているかを評価するものです。

第29回静岡県住まいの文化賞住宅部門 応募要領

募集する住まい

募集する住まい

審査委員

表彰 審査方法

応募作品の取扱い

発表

主催

後援

応募書類及び様式

応募方法

応募対象

応募資格

新築したもの・増改築・模様替えされたもので、例えば
　・敷地を活かした住まい
　・周辺環境と調和し、景観に配慮した住まい
　・庭との調和を図った住まい
　・日当たりや風通しを工夫した住まい
　・家族のライフスタイルを中心に考えた住まい
　・ユニバーサルデザインに配慮した住まい
　・子育てが楽しくなる住まい
　・災害に備えた安全・安心な住まい
　・省エネルギー、長寿命化など環境負荷の低減に
　   配慮した住まい
　・経済性を考慮した住まい　など

川口宗敏 （静岡文化芸術大学名誉教授）
西山洋雄 （（公社）静岡県建築士会）
金丸智昭（（一社）静岡県建築士事務所協会）
髙島ゆかり （（公社）日本建築家協会東海支部静岡地域会）
河津市元（（一社）静岡県建設業協会）
藪崎公一郎 （静岡県木材協同組合連合会）
石井実千代 （静岡県インテリアコーディネーター協会）
江井政仁（（一社）日本木造住宅産業協会静岡県支部）
小田　樹 （（一社）プレハブ建築協会中部支部静岡県分会）
勝又宏幸 （静岡県くらし・環境部建築住宅局）

◎

※ ◎審査委員長

(1)��賞の区分
○最優秀賞（静岡県知事賞）　1点
○優秀賞　3 点以内
○����特別賞　3 点以内
（耐震性、防災性、耐候性、施工技術、ローコスト、
インテリア、エクステリア、技術の伝承、リフォーム、
豊かな暮らし空間の創生、いえなみへの配慮、仕事
と子育てが両立できる職住一体の住まい、省エネな
ど１つ以上の分野について特に優れている住宅。）

○しずおか優良木材賞　1点以内
（“しずおか優良木材” を使用した優秀な木造住宅。
最優秀賞、優秀賞と兼ねることができる。）

(2)��表彰対象者
受賞した住宅の建築主、設計者、施工者
ただし、複数いる場合はその代表者

(3) 副賞
ア　最優秀賞（静岡県知事賞）には、
　　建築主に記念品とギフトカード（5 万円相当）
イ　その他の賞には建築主に記念品
ウ　しずおか優良木材賞には、
　　設計者にギフトカード（3 万円相当）

第１次審査（書類審査）	 令和７年２月 20 日（木）
第２次審査（現地審査）	 令和７年６月９日（月）
			   令和７年６月17 日（火）
			   令和７年６月 27 日（金）
最終審査		  令和７年７月９日（水）

①応募書類のすべての権利は主催者に帰属します。

②主催者等が刊行物の発行及び公の事業等に使用する
場合は、無償で提供することを承諾するものとします。

③応募書類は、原則として返却しません。

④第２次審査に選ばれた作品については後日、作品集
作成のため当該住宅の写真データ等をお借りします。

⑤審査の経過や内容、評価など審査に関する問合せに
ついては一切お答えできませんので、御了承ください。

令和７年８月
受賞者に通知。また、受賞した住宅の作品集を発行し、
関係機関、関係者等へ配付

静岡県住宅振興協議会（会長：静岡県くらし・環境部長）

国土交通省中部地方整備局、静岡県、静岡県市長会、
静岡県町村会、（独）住宅金融支援機構、（独）都市再生
機構中部支社、（株）建通新聞社、静岡新聞社・静岡放
送、テレビ静岡、静岡朝日テレビ、静岡第一テレビ、
Ｋ-mix、しずおか優良木材供給センター、豊かな暮ら
し空間創生推進協議会、ふじの国リフォーム支援セン
ター（静岡県建築住宅まちづくりセンターが運営）

書類はすべて A3 版（29.7ｃｍ× 42.0 ｃｍ）に揃えてく
ださい。
①�申込書（ホームページからダウンロードしてください。
　URL  http://www.across.or.jp/sumai/）

②�現況の図面等（建築確認申請時の図面コピー可、A3
版で５枚以内）

ア　案内図
イ　配置図（縮尺 1／ 100 ～1／ 300　程度）
ウ　各階平面図（縮尺 1／ 100 ～1／ 300　程度）
エ　その他特徴を表現した図面、写真、説明文等
　　�（耐震性、防災性、耐候性、施工技術、ローコスト、

インテリア、エクステリア、技術の伝承、リフォー
ム、豊かな暮らし空間の創生、いえなみへの配慮、
仕事と子育てが両立できる職住一体の住まい、省
エネ等について工夫した意図が分かる表現をしたも
の）

※�図面には建築主・設計者・施工者とわかる名前や符号
等を記入しないでください。

③�住宅写真　外観と内部で10枚程度（A3版で３枚以内）
　※ �A3 用紙にレイアウトしてください。写真の大きさ

は A5 サイズ以下とします。

④�リフォームについては、従前の住宅がわかるもの（A3
版で２枚以内）（平面図、写真等）

基本事項をホームページの応募フォームに入力し、申込
書をアップロードしてください。事務局にて応募フォーム
を確認後、入力頂いたメールアドレス宛に図面等の提出
方法をご案内します。

静岡県内に建築（リフォームを含む）し、完成した専用
住宅、併用住宅、集合住宅又は住宅団地で建築時期は
問いません（古い住宅も可）。ただし、令和６年８月末
以前に入居し、引続き住んでいる住宅であること。現地
審査の際に内覧できること（集合住宅又は住宅団地の場
合は居室を内覧できること）。原則として完了検査済で
あること。
現況が建築基準法に適合していること。

建築主・設計者・施工者のどなたでも応募できます。
ただし、設計者・施工者の応募は建築主の了解が
必要です。
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静岡県住宅振興協議会の概要

名称

事務局

正会員（16 団体） 賛助会員（14 団体）

特別会員（5 団体）

目的

設立

事業内容

静岡県住宅振興協議会

静岡県住まいづくり課

■（公社）静岡県建築士会
■（一社）静岡県建築士事務所協会
■（一社）静岡県建設業協会
■（一財）静岡県建築住宅まちづくりセンター
■静岡県森林組合連合会
■（公社）静岡県宅地建物取引業協会
■（一社）静岡県都市開発協会
■（独）住宅金融支援機構横浜センター
■静岡県木材協同組合連合会
■全建総連静岡県建設労働組合
■（公社）全日本不動産協会静岡県本部
■（公社）日本建築家協会東海支部静岡地域会
■（一社）日本木造住宅産業協会静岡県支部
■（一社）プレハブ建築協会中部支部静岡県分会
■ＮＰＯ法人静岡県建築物安全確保支援協会
■ＪＢＮ静岡県

■ＳＢＳマイホームセンター（株）
■クリナップ（株）静岡営業所
■静岡ガス（株）
■（株）静岡銀行
■静岡県インテリアコーディネーター協会
■（一社）静岡県設備設計協会
■静岡県労働金庫
■（株）清水銀行
■スルガ銀行（株）
■ＴＯＴＯ（株）静岡支店
■（株）建通新聞社　静岡支社
■島田掛川信用金庫
■ＹＫＫ　ＡＰ（株）中日本統括支社
■（一社）静岡県安心・安全リフォーム協議会

■静岡県　■静岡市　■浜松市
■沼津市　■富士市

本会は、住まいに関する情報を伝えることにより静岡県民のよりよい住生活並びに文化の向上に資するととも
に、住宅建設の促進と住宅建設に関する技術の向上を図ることにより、住宅産業並びに関連産業の振興に寄与
することを目的とする。

昭和60年5月17日設立

（1）住まいの文化賞表彰事業
（2）住生活月間講演会・会員研修会
（3）住宅関連情報提供事業
（4）住宅関連産業の人材育成、人材確保

令和7年10月

編集発行 静岡県住宅振興協議会
〒420-8601 静岡市葵区追手町9番6号
静岡県くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課内
TEL.054-221-3084

第29回 静岡県住まいの文化賞




